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論　　文　　の　　要　　旨

　可換琴論は。有限次代数体の整数全体のつくる環のイデアル論的研究の一般化を。1つの動機と

して出発して、Kru11うCheva11eyを経て，数学の重要な一分野と認められるようになった。更に1950

年代からうGrothendieckによって始められた代数幾何学の新しい基礎づけにおいては，可換環論

が、本質的役割を担うこととなりラますます重要性を増してきた。

　本論文では対象を，整域R（すなわち，零因子をもたない可換環）に限定しヨその商体をKとす

る。Rのイデアル亙に対し事導手環I：亙をI：I＝｛x∈K1xI⊆I｝で定義して穿これを便っ

て。もとのRのイデアル論を調べることを目的としている。内容は4つの部分にわかれておりヨその

各々で（1）一般論，（2）Rが付値環の場合，（3）擬付値環の場合ラ（4）divided　do㎜ainの場合ラが扱われて

いる。

　第1部：Spec（I：I）一V（I）（Iを含まないI：Iの素イデアルの集合）とSpec（R）一V（I）との聞

の1対1対応が具体的な形で与えられている。この部分は初等的ではあるがヨ単なるfoma玉is独以上

の洞察も含まれている。

　第2部：第1部の一般的結果を付値環Rに適用して、徹底的に調べている。Rがネータの場合はつ

まらないがヨ次元が1より大な付値環の場合にはラ任意の素イデアルPに対し、P：P＝R。（Rの局

所化）となるなど面白い性質があり、導手環の一般論への典型的な応用例を与えている。

　第3部：Rがより一般的な擬付値環の場合に。第2部の結果の拡張を試みている。
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　第4部：Rが更に一般なd三vided　domai孤（各素イデアルPがP＝PR。をみたす整域）について、導

手環の理論を応用する。その結果としてヨはじめにdivideddo㎜ainに対する何種類かのイデアル論

的特徴付けが与えられている。更に後半においてはdivided　do搬inのいくつかの新しい性質が示さ

れている。特にラ整閉なdivideddo㎜ainが付値環になるための必要十分条件がラ著者の立場から与

えられているのは興味深い。divideddomぬに関するいろいろな性質をもつ具体的な例が豊富に与

えられてこの論文をおわっている。

　以上の内容の中ラ第1部の1対1対応の存在は、M．Nagataにより既に与えられたものである

が、本論文によりヨその対応が具体的となりヨ従って多くの応用を可能にしたわけである。又第4

部のdivided　domainはAkibaラDobbs，Font狐a等によって研究されてきたが，導手環の方法を便う

ことにより，新しい豊富な内容が織りこまれた。

審　　査　　の　　要　　旨

　以上ヲ本論文の4つの部分を通じて。仲々の構想カをもって組織的に展開した研究でありラ新し

い結果やヨ既知の結果への新しい別証明を含んでいる。定理の別証明は今までのものより，非常に

具体的であり、定理の内容を明白にするのでヨ定理を応用する範囲を広くしている。新しい結果もヨ

よく対象の本質をとらえている。最近の大道具（例えばコホモロジーなど）を便わないという意味

では初等的であるがラそれだけに著者の独創性がはっきりあらわれている。理論を空虚にしないよ

うに，豊富な実例が与えられており、記述も内容的にヨそして論理的にわかり易くきちんと書かれ

ている。可換環論における1つの新しいapproachとしてラ今後更に発展が期待される。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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